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ポイント
✓最悪の事態を想定していない⇒過小評価

➢いずれのケースも「重大事故対策が機能する」前提

➢想定される放射性物質量：福島第一原発事故におけるセシウム放出量の
1万分の1のオーダー

そのような甘い想定であっても…

✓いずれも公衆の被ばく限度（1mSv/年）を1週間で上回る区域が生じる

✓IAEAの判断基準（実効線量100mSv/週、甲状腺等価線量50mSv/週）をも
上回るケースがある（ケース２，３，５，６）

✓「PAZでは放出前に予防的避難を行う。避難が困難な住民等は放射線防護対
策施設（コンクリート建屋かつ陽圧化）への屋内退避により、基準に達する
被ばくを避けることができると見込まれる」としている。

⇒避難や屋内退避が困難な場合もあるが、そのときは？

⇒放射線防護施設の信頼性は？
（能登半島地震では、使えなくなった施設が多数。）



「重大事故対策が機能するため、格納容器の破損は生じないが、格納容器
からの放射性物質漏洩もしくはフィルタベント使用による放出が生じる」
という前提

ケース３、６は、「代替循環冷却系により７日間は持ちこたえ、7日後に
フィルタベント使用により放射性物質を放出」

⇒いずれも楽観的な想定





放出される放射性物質量の想定
セシウム：福島原発事故の1万分の1のオーダー

放射性セシウム

新潟県シミュレーション
（ケース１） 3.5×1012Bq

（ケース２） 3.7×1012Bq

（ケース４） 7.0×1012Bq

（ケース５） 7.4×1012Bq

福島第一原発事故推定量
（注）

33×1015Bq
（セシウム134、137）

注）原子力安全・保安院による推計（2011年10月20日）

⇒大幅な過小評価になっている

https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/6086248/www.meti.go.jp/press/2011/10/20111020001/20111020001.pdf


ヨウ素類 希ガス セシウム類 ストロンチウム類

福島第一原発事故推定量
（注）

160 11,000
（キセノン133）

33
（セシウム134, 137）

5.3
（ストロンチウム89, 
90, バリウム140）

新潟県シミュレーション
（ケース２）

0.09 7,927 0.0037 0.027
（バリウム類）

放出される放射性物質量の想定

注）原子力安全・保安院による推計（2011年10月20日）

単位：PBq（1015ベクレル）

⇒大幅な過小評価

https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/6086248/www.meti.go.jp/press/2011/10/20111020001/20111020001.pdf
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国のシミュレーションでは…

屋内退避をしてもIAEA基
準を上回る

前提：セシウム137が
100テラベクレル
（福島第一原発事故の
100分の1程度の規模）

原子力規制庁
「緊急時の被ばく線量及び
防護措置の効果の試算につ
いて」平成26年5月28日



原子力規制庁
「緊急時の被ばく線量及び防
護措置の効果の試算につい
て」平成26年5月28日

国のシミュレーションでは…

屋内退避、ヨウ素剤服用でもIAEA基準*を上
回る
（甲状腺等価線量）

前提：セシウム137が100テラベクレル
（福島第一原発事故の100分の1程度の規模）
IAEA基準：全身100mSv/週

甲状腺等価線量50mSv/週



• 「原子力災害対策指針」では

• PAZとは、急速に発展する事故
においても放射線被ばくによる
重篤な確定的影響を回避し又は
最小化するため、…即時避難を
実施する等、 …放射性物質が放
出される前の段階から予防的に
防護措置を準備する区域である



上岡直見さんによる県シミュレーションのバックチェック

2024年5月30日
FoE Japan主催
「オンライントーク：柏崎
刈羽原発 事故時の被ばく
シミュレーションはどう
なっている？」
上岡直見さん資料

原子力規制委員会の定めた
OILによる避難（500マイク
ロシーベルト／時）、一時移
転（20マイクロシーベルト
／時）の範囲が広く出現する

https://foejapan.org/issue/20250524/24080/
https://foejapan.org/issue/20250524/24080/
https://foejapan.org/issue/20250524/24080/
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まとめ

• 新潟県のシミュレーションは著しい過小評価

• 放射性物質はセシウムで福島原発事故の1万分の1、ヨウ素は1000分の1
• それでも、原発近傍ではIAEA判断基準を超える

• 原子力災害対策指針に基づく避難（500μSv、一時退避の基準とは比べず

• 「「屋内退避や避難」による基準（＝IAEA基準）を超えない」としているが…
① 「屋内退避」「避難」ができないことも⇒IAEA基準さえ超える
②IAEAの基準のみを「基準」としてよいのか

• 国のシミュレーションも過小評価（セシウム137放出量100分の1）屋内
退避、ヨウ素剤服用でもIAEA基準を超える
⇒だからPAZは即時避難とされたはず

• 上岡直見さんによるバックチェック…県と同じ前提条件を用いても、気
象条件によってはお30km圏を超える広い範囲で原子力規制委員会によ
る避難基準（500μSv/時）を超える地域が生じる
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